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【モニタリング実施概要】

1対象森林の概要

令和4年H月「森林CO。吸収・生物多様性等調査報告書」記載のとおり

2 評価基準

「森づくりにおける森林吸収源・生物多様性等評価基準」令和4年10月1日改訂版

3 調査日程

(1)現地調査日

(2)モニタリング担当者名簿

氏名

伊川耕太

(3)モニタリング報告書作成責任者氏名

氏名

伊川耕太

所属

株式会社建設環境研究所

所属

株式会社建設環境研究所

役職

主任研究員

役職

主任研究員
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1.フォレストック認定の基礎事情に関する特記事項

・対象森林の地権関係の変動:なし

・対象森林の境界紛争の有無:なし

・森林認証及び森林経営計画の継続・更新・取消等の状況

森林認証は取得していない。

森林経営計画継続中。

株式会社エコ計画

(施業管理者:株式会社エコ計画)

株式会社エコ計画

(施業管理者:森林整備センター)

所有者名称

・対象森林の面積の変動:なし

2.森林の管理・経営面に関するモニタリング

(1)経営主体、経営組織、経営目的変更等の経営管理体制の変更に関する特記事項

なし

群馬県高崎市倉渕町

対象森林所在地

面積合計

(2)(1)の他、「森林CO.吸収・生物多様性等調査報告書」作成時以降に発生した森林の管理・経

営面の認定基準充足に著しい影響を及ぽすおそれ(※Dのある事情

なし

群馬県高崎市倉渕町

(3)フォレストック認定基準の充足に関する記載

認定調査時と比較し、森林の管理・経営面に関して大きな変化は認められず、管

理・経営面の評価は調査報告書と同水準であると判断する。これによりフォレス

トック認定基準である森林の管理・経営面の評価点数50点以上を維持している。

面積

804.41 ha

143.91 ha

(4)大きな変化が明らカゾご地)評価項目については、その概要にっいて記載

大きな変化はない。

948.32 ha

「認定基準充足に著しい影響を及ぽすおそれ」とは、フォレストック認定基準である50点を下
回るおそれをいう。
(※2) 「大きな変化」とは、フォレストック認定基準の充足とは関係なく、評価を大きく見直す必要があ
る場合を指す。

(※D
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3.生物多様性等の評価に関するモニタリング

(1)「森林吸収源・生物多様性保全等に関する調査報告書」作成以後に発生した森林の生物多様

性の認定基準充足に著しい影響を与えるおそれ(※Dのある事情

なし

(2)フォレストック認定基準の充足に関する記載

認定調査時と比較し、周辺環境及び施業方法等に関して大きな変化は認められず、生

物多様性の評価は調査報告書と同水準であると判断する。これによりフォレストック認定

基準である生物多様性の評価点数50点以上を維持している。

(3)大きな評価の増減が明らカゾが沈)評価項目にっいては、その概要にっいて記載

大きな評価の増減はない。

(※D 「認定基準充足に著しい影響を与えるおそれ」とは、フォレストック認定基準である50点を下

「大きな評価の増減」とは、フォレストック認定基準の充足とは関係なく、評価を大きく見直す
必要がある場合を指す。

(※2)

つ
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4. C02吸収量の確定・算定

(1)施業に関tる数値の集す十・整理

①主伐量・主伐予定量に関する数値の集ヨ十・整理

樹種 A.当該年度主

伐予定量

(対象期間:令和

6年Ⅱ月1日~令

禾岬年10月31田

(※D

スギ

詳細は下記(3)、④参照

申告済主伐実

績量

(令和6年H月

1日~令和7年

7月31日)(※の

主伐実績量B.

2 ha

みなし主伐実

1貝里

(令和7年8月1

日~令和7年

10月31日)(※.)
(※4)

O ha

C. B-A

O ha

翌年度主伐

予正量

(令和7年Ⅱ

月1日~令

和 8年10月

31日)(※5)

(※D

た。

「当該年度主伐予定量」には、認定取得者から提出された「主伐予定量申告書」に記載されている主伐予定量を記載し

-2 ha

(※2)
「申告済主伐実績量」には、当該年度の2度の6力月報告(「施業実績報告書」)の数値を記載した。

(※3)
「みなし主伐実績量」とは、当該年度において2度目に提出された施業実績報告書に記載された、施業対象期間満了日の

翌日から翌年度の定時モニタリング日(次年度の年度当初日)の前日までに認定取得者が見込んでいる主伐量のことをいう。上記
表のみなし主伐実績量の欄には、定時モニタリングの際に、認定取得者が当社のモニタリング調査担当者及びフォレストック協会に
提出した「みなし実績量申告書」に記載された数値を記載した。
(※4)
認定取得者は、翌年度の定時モニタリング日(次年度の年度当初田から2週間以内に、「施業実績報告書(みなし期問)」

を当社及びフォレストック協会に提出する。当社は、認定取得者から提出された「施業実績報告書(みなL期間)」に記載された申
告実績量(以下、「確定申告実績量」という。)が事実と異なるおそれがあるか否かにっいて、定時モニタリング日の属する月の翌月
末までに、必要に応じ認定取得者からの聞き取り又は認定取得者に帳票類(森林経営計画、伐採届・伐採許可・造林届出及び販
売関係帳票等の写し等)の提出を求める等の手段により調査確認を行い、確定申告実績量の記載内容が事実と異なるおそれがあ
ると思料する場合には、定時モニタリング日の属する月の翌月末までにその旨をフォレストック協会に報告する。(「みなし実績量確
認手続」)
(※5)
「翌年度主伐予定量」は、認定取得者が当社及びフォレストック協会に対し、定時モニタリング日(翌年度の当初日)から2か

月前までに提出した主伐予定量申告書に記載された数値を記載した。

O ha
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②自然災害等による被害(CO.吸収量の減算要因)

なし

③樹種別更新量・更新予定量に関する数値の集計・整理

樹種 A.当該年度更

新予定量(対象

期間:令和6年H

月1日~令和7年

(※D10月31田

スギ

詳細は下記(3)、④参照

申告済更新実

頒里

(令和6年Ⅱ月

1日~令手岬年

(※2)7月31田

B.更新実績量

2 ha

みなし更新実

穎里

(令和7年8月1

日~令和7年

(※3)10月31田

(※4)

2 ha

C. B-A

O ha

翌年度更新

予定量

(令千Π7年11

月1日 ノー、.ノ

和8年10月

31日)(※5)

(※D
「当該年度更新予定量」には、年度当初に認定取得者から提出された「主伐予定量申告書」に記載されてぃる樹種別更新

量を記載した。
(※2)
「申告済更新実績量」には、当該年度の2度の6力月報告(「施業実績報告書」)の数値を記載した。

(※3)
「みなし更新実績量」とは、当該年度において2度目に提出された施業実績報告書に記載された、施業対象期間満了日の

翌日から翌年度の定時モニタリング日(次年度の年度当初田の前日までに認定取得者が見込んでいる更新量のことをいう。上記
表のみなし更新実績量の欄には、定時モニタリングの際に、認定取得者が当社のモニタリング調査担当者及びフォレストック協会に
提出した「みなし実績量申告書」に記載された数値を記載した。
(※4)
認定取得者は、翌年度の定時モニタリング日(次年度の年度当初日)から2週間以内に、「施業実績報告書(みなし期間)」

を当社及びフォレストック協会に提出する。当社は、認定取得者から提出された「施業実績報告書(みなし期間)」に記載された申
告実績量(以下、「確定申告実績量」という。)が事実と異なるおそれがあるか否かにっいて、定時モ=タリング日の属する月の翌月
末までに必、要に応じ認定取得者からの聞き取り又は認定取得者に帳票類(森林経営計画、伐採届・伐採許可・造林届出及び販売
関係帳票等の写し等)の提出を求める等の手段により調査確認を行い、確定申告実績量の記載内容が事実と異なるおそれがある
と周1斗する場合には、定時モ=タリング日の属する月の翌月末までにその旨をフォレストック協会に報告する。(「みなし実績量確
認手続」)
(※5)
「翌年度更新量」は、認定取得者が当社及びフォレストック協会に対し、定時モニタリング日(翌年度の当初日)から2か月前

までに提出した「主伐予定量申告書」に記載された樹種別更新量を記載した。
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(2)(1)の数値につき、森林経営計画、伐採届・伐採許可、販売関係諸帳票などを勘案して、特段

の意見があれぱ以下に記載する。

なし

(3)当該年度(第3年度)のCO.吸収量の確定

①主伐等により控除される吸収量の内訳

主伐は行われていない。

②更新等により加算される吸収量の内訳

樹種

A

スギ

齢級

更新面積

(みなし含

む)

(ha)

B

合計

③当該年度(第3年度)のCO.吸収量

面積あたりの

年間成長量

(皿3/ha/年)

当該年度(第3年度)年間吸収総量

D (BXの

3.3

当該年度(第3年度)年間実質吸収総量

年間成長量

(m3)

3.3

E (BX系数)

控除

加算

年間炭素吸収量

(t-C/年)

6.フ

6.フ

年間炭素吸収量(t-C/年)

(EX 44/12)

2.1

2.1

間C呪吸収量

(t-C02/年)

フ.6

629.3

年間CO.吸収量(t-coy年)

0.0

2.1

631.4

2,306

0

2,313

7
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(4)次年度(第4年度)のCO.吸収量の算定

第3年度年間吸収総量

主伐による吸収量減算

更新による吸収量加算

第4年度年間吸収総量

①伐採等により控除される吸収量の内訳

主伐予定はない。

②更新等により加算される吸収量の内訳

更新予定はない。

年間炭素吸収量(t-C/年)

③次年度(第4年度)のC叺吸収量

629.3

次年度(第4年度)年間吸収総量

0.0

年間C02吸収量(t-coy年)

次年度(第4年度)年問実質吸収総量

2.1

631.4

控除

加算

2,306

年間炭素吸収量(t-C/年)

0

2,313

7

631.4

年間C02吸収量(t-coy年)

0.0

0.0

631.4

2,313

0

2,313

0
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5評価・算定数値向上のための指摘事項

肘旨摘事項】森林施業は鳥川流域森林組合に業務委託されており責任ある管理がされてぃるもの

の、環境への影響の軽減について認識L実行すること等の定性指標にっいてエコ計画社から具体

的に要請したり実態確認したりした記録を残すことが望ましい。

【第3年度対応状況】烏川流域森林組合の2024年6月24日付「倉渕社有林における行動方針」を

確認した。社有林内に生育する希少野生動植物について、定期的なモニタリングにより営巣や植

生状況、病害虫や被害状況の確認を行う。モニタリングの結果、異常事態が確認された場合には

当社と協議を行う。また、森林施業が生態系に与える影響を考慮し、施業方法、使用機械・材料等

の変更を当社と協議する方針である。

【指摘事項】再造林を通して若齢の林分が若干形成されてぃるものの、林齢構成は7齢級および

10齢級にピークがみられる。将来の資源形成のために若齢林を増やす努力を行うことが望ましい。

【第3年度対応状況】鳥川流域森林組合の2024年6月24日付「倉渕社有林における行動方針」を確

認した。高齢級の成熟した森林資源が豊富に存在している中で、皆伐再造林による森林の若返りを

図っている。今後も皆伐再造林による適正な森林資源の循環が図れるように努める方針である。

討旨摘事項】近年は記録的な集中豪雨の頻度が高まっており、森林作業道を崩落させるなど災害の

影響が想定されるため、自然撹乱後の巡視および維持管理など今後もより災害に強い森づくりを意

識することが求められる。

【第3年度対応状況】鳥川流域森林組合の2024年6月24三付「倉渕社有林における行動方針」を確

認した。近年の記録的な集中豪雨による白然災害が多発しているなかで、施業予定のある森林に

おいて甚大な自然災害が発生する可能陛を認識し、災害に強い森づくりに努める。また、台風や集

中豪雨のあった場合のモニタリング頻度を高め、被害状況の把握に努めることや必要に応じて適切

な処置を施す方針である。

6報告書作成にあたり確認等した資料及び書類等

・森林経営計画(3ページに記載の語十画)

・森林基本図
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認定取得者名:株式会社エコ計画

対象森林所在地:群馬県高崎市倉渕町

フォレストック認定日:令和4年11月

定時モニタリング日:令和7年11月1

モニタリング報告書作成日:令和7年1

定時モニタリング結果報告

(第4年度)

1.生物多様性の評価に関する特記事項

(森林C02吸収・生物多様性等調査報告書」作成時以降の著しい変化)
なし

2.森林の管理・経営の評価に関する特記事項

(森林C02吸収・生物多様性等調査報告書」作成時以降の著しい変化)
なし

3.森林吸収源の算定・確定

(1)第1年度(令和4年11月1日~令和5年10月3 1 印確定数量

年間炭素吸収総量:6 2 9.6 t-C/年

年間C02吸収総量換算:2,3 0 7 t-C02/年

実年間CO.吸収量:2,3 1 0 t-coy年

1日

eh

0月2 7日

(2)第2年度(令和5年11月1日~令和6年10月3 1 印確定数量

年間炭素吸収総量:6 3 0.6 t-C/年

年間C02吸収総量換算:2,3 10 t-coy年

実年間C02吸収量:1,6 1 0 t-C02/年

(3)第3年度(令和6年11月1日~令和7年10月3 1 印確定数量

年間炭素吸収総量:6 2 9.3 t-C/年

年問CO.吸収総量換算:2,3 0 6 t-C02/年

実年問C02吸収量:2,3 1 3 t-C02/年

(4)第4年度(令和7年11月1日~令和8年10月3 1 印算定数量

年間炭素吸収総量:6 3 1.4 t-C/年

年問C02吸収総量換算:2,3 13 t-coy年

実年問CO.吸収量:2,3 13 t・coy年

証明者住所:〒170-0013 東京都豊島区 11玉'i三為ミ辛
氏名:主任研究員伊川耕太 k÷1器〒1_1


